
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０月１８日（金）葵学園の音更町施設合同で「年長ドッジボール大会」を行いました。年度の初めより

日程を調整し、どの施設の年長さんもこの日のためにドッジボールの練習に励んできました。緑陽台認定こ

ども園のぞう組さんも“ぞう組同士で” “職員を相手に” “リズム参観の後にお父さんお母さんと”・・・、

繰り返し練習をしてきましたよ。職員との対決では、こてんぱんに負けて涙したこともありました        職員

に負けた後、「先生たちはどうして強いんだろう？」と考えて、「すぐに投げればいい」「パスを回したらい

い」など作戦を立てて、さらに練習を重ねてきました。 

 ドッジボール大会当日は、「柳町認定こども園」「駒場認定こども園」「東士狩保育所」「西中保育所」「南

中保育所」そして「緑陽台認定こども園」の年長さんが、柳町認定こども園のお遊戯場に大集合しました。

「緑陽台認定こども園」で２チーム、「柳町認定こども園」で２チーム、「駒場認定こども園・東士狩保育所・

西中保育所・南中保育所」合同で１チームの５チームが総当たり戦で戦いました。どの試合も白熱していて、

見ているこちらも力が入りました。 

今年は会場が「柳町認定こども園」でしたので、「応援に行けないけど頑張ってね」ときりん組さんが横

断幕と応援旗を作ってくれました。大会前日に応援の言葉と共に横断幕と応援旗を受け取り、士気が高まっ

たぞう組さんでした。 

しかし、いざ柳町認定こども園へ到着すると、初めての場所に緊張が隠し切れない様子のぞう組さん。「が

んばるぞー！おー！」と気合は十分ですが、動きが硬く、思うよう実力が発揮できない初戦となりました。

その後も硬さは見られたものの、日頃の練習とたくさんの応援のおかげで尻上がりに調子を上げ、結果、緑

陽台認定こども園は２位と４位になりました。上野理事長から賞状とメダルをいただきましたよ。他園の園

児さんとの交流もうれしくて、「また遊ぼうね」と再会を約束していましたよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年 10月２８日  緑陽台認定こども園  No.15  文責：川原 

 １０月７日（月）に年少・９日（水）に年中・

１０日（木）に年長の日程で、リズム参観を行

いました。子どもたちはおうちの方が来られ

て、嬉しい気持ちや恥ずかしい気持ちなど、

様々な気持ちがあったと思いますが、リズム

だけではなく、順番を守ったり、譲り合ったり

して、頑張る姿を見せてくれましたね。お忙し

い中、多くのご家庭の皆様に参加いただきま

した。ありがとうございました。 ぞう組はリズムの後、保護者さんにドッジ

ボールの練習相手をしていただきました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

嬉しいお誘いをいいただき、ぞう組さんが 10月 16日（水）緑陽台

小学校の学習発表会の総練習を見学させてもらいました。小学校の中に

入って、体育館の広さにびっくり！！全校の児童さんが体育館に集まっ

ていて、人の多さにもびっくり！！総練習では 2 年生

と 4 年生の劇を見せていただき

ました。一人ずつのセリフを身振り手振りを付けて大きな声で言って

いる姿は、さすが小学生    これから発表会の取り組みを始めるぞ

う組さん。とってもいい刺激をもらいました。帰りには 1 年生の教

室も覗かせてもらって、小学校への憧れが増したようでしたよ。 

１０月２日（水）年少、３日（木）年中、８日（火）

年長の日程で、社会見学にお出かけしました。 

地域の身近な施設を訪問見学し、社会に対する興

味・関心を広げ社会性を養うことをねらいとして

いる行事です。 

年少・年中は「帯広市児童会館」へ行きました。

年少さんは児童会館２階の施設で遊び、年中さん

は１階の科学展示室を体験しました。施設内でた

くさん遊ぶことができて、子どもたちは大喜びで

した。 

年長は「芽室消防署」へ行きました。消防士さん

の説明を聞きながら、指令室や防火服などを実際

に見せていただきました。自分たちが住んでいる

地域の施設を見学させていただき、良い経験とな

りました。 

１０月１日（火）の年長プールを最後に今年度のプール活動が終了しました。 

年少さんは「アクリナちゃっぽ」に３回行き、幼児プールで水遊びを楽しみました。 

初回のプール活動では、園外の施設にお出かけするのも初めてで、施設の方に元気にご挨拶をして、施設

のルールを守って利用させていただきましたよ。入水前のシャワーが怖くて涙してしまうお友だちもい

ましたが、幼児プールでの水あそびはどの子も楽しんでいました。 

年中さんは「アクリナちゃっぽ」に４回行き、2回は幼児プールを使用し、残り２回は一般のコースを

貸し切って使用しました。一般のコースは深いですが、足場の台を入れて利用し、広いのでお友だち同士

つながって歩いたり、ビート板を使って遊んだりして思いっきり楽しみました。 

年長さんは「JOYFIT帯広スイミング」へ５回行きました。イ

ンストラクターの先生に水への顔付けや、水中での息の吐き出し

方などを教えていただき、顔付けが苦手だったお友だちも水に顔

を付けられるようになりました。インストラクターさんの指導

で、水に身体が浮かぶ感覚をつかみ、ビート板を使って泳ぐこと

ができる子も増えました。 

3年間、系統立ててプール活動を行うことで、水への苦手意識

がなくなり、プール活動を楽しむことができるようになります。

小学校でのプール活動にも抵抗なく参加できるようになるので

はないかと期待しています。 


